水　泳　競　技　実　施　要　領
１　競技規則
    全国障害者スポーツ大会競技規則「（公財）日本障がい者スポーツ協会制定」及び本大会の申し合わせ事項による。
２　招　集
　（１）招集所は会場内で行うので競技役員（審判員）の指示に従う。
　（２）招集は、競技開始時刻の２０分前に完了する。
  （３）招集完了時刻に遅れた競技者は、棄権したものとみなし、出場できない。
        また、競技の進行状況によっては、競技開始時刻が早くなることがあるので競技　　　　進行状況を把握し招集に遅れることがないよう注意すること。
   (４) 棄権する場合は、招集所に棄権届けを提出すること。
３　競技方法
　（１）補助
        視覚障がい者、下肢障がい者等でプールの出入りなどに補助を要する人には補助　　　　員を配置する。
        視覚障がい者（①視力０から光覚まで②視力手動弁から０．０３まで、視野５度
　　　以内③①及び②の区分と同等の障がいが重複する者）のゴールやターンの合図は、　　　　競技役員または許可された者が安全な棒などを使って身体をたたいたり、声を出し
　　　て壁面の位置を教えてもよい。
　（２）誘導
　　　　競技場内での誘導は競技役員（審判員）の指示に従うこと。
　（３）計時
        計時は自動審判計時装置（タッチ板）を使用する。
　（４）ウォーミングアップ
　　　　ウォーミングアップを行う場合は、競技運営に支障のない時間帯に審判長の指示　　　　に従って行うこと。
（５）リレー

リレー競技に出場するチームは、競技開始１時間前までに、リレーオーダー用紙（泳順）を大会本部に提出すること。
４　競技の服装
（1） キャップを着用する。
（２）水着は、ＦＩＮＡの公認した水着を着用すること。ただし、身体的理由によりＦＩＮＡの公認した水着の着用が不可能な場合は、競技開始までに申請書を提出し、審判長の許可を得ること。
５　ＩＤカード
  　ナンバーカードの代替えとして、主催者が用意したＩＤカードを常に携帯する。
６　表　彰
　　出場者全員に記録証を授与する。
７　その他
　（１）会場内では、競技役員の指示に従い事故防止に十分注意すること。
　（２）会場内での写真・ビデオ等撮影は、主催者の許可を得た者以外は撮影できない。
　（３）競技場内へは、大会役員、競技役員、競技補助員等、大会競技役員関係者及び
　　　競技者、許可された介助者、報道関係者以外は立ち入ることができない。
